
このお地蔵さんの絵は、昨年7月に八軒地

区にお住まいの陶芸家 水林春巳さんが、東

日本人震災で被災された方たちの心が少 しで

も癒され笑顔が戻ることを願い、皆さんにお

贈りするために描しヽたものです。にこにこと

ほほ笑むお地蔵さんの絵は、地域の皆さんに

も色付けの協力をしていただきながら100
枚ほど描かれました。そ して、色紙に一枚―

枚丁寧に描かれた絵は、それぞれ被災された

方たちにF●けられました。

東日本人震災から 1年になりますが、甚大

な被害をもたらした震災の爪後は深く、被災地では今なお復興に向けて懸品な

努力が続けられています。

お地蔵さんの下に強く描かれている r一」の文字には、被災された方たちの新

たな生活のスター トという意味が込められてい散す。被災地が 1日も早く復興

されますように、そ して被災された方たちに穏やかな生活が早く訪れますこと

を心よりお祈り申し上げ志す。

・表彰受賞のご紹介

札幌市民憲章実践優良団体・個人表彰 /ノ 軒ヽ西地区子ども盆踊り実行委員会

札幌市ぬくもり・すこやか表彰 /老老介護を学ぶ会 きずな

・(仮称)八軒まちづくり協議会
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まちの話題
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1平成 23年度札幌市民憲章実践優良団体 個人表彰

ノヽ軒地区子ども盆踊り実行委員会は、札幌市

民憲章の実践活動を積極的に行なつている団体

及び{国人を市民憲章実践者として表彰する「平

成 23年度札幌市民憲章実践優良団体表彰」を

受賞 しました。

同実行委員会は、八軒西地区の 6町内会・

自治会の皆さんの協力により組織された委員会

で、八軒西公園を会場に八軒西地区子供盆踊り

大会を長年にわたり開催 しています。

盆踊りを通 じ、地域の伝統行事・文化の次世

代への承継、子どもの健全育成、郷主意識の醸

成、地1或の連携強化、地域力の向上など、より

豊かで明るく住みよいまちづくりに大きく貢献

されており、その実績が認められこの度の受賞

となりま した。

盆踊り大会は、地域の伝統行事として親 しま

れ、今年で第 40回目を迎えます。地元の商店や企業も協力しながら地域が一体とな

つて盛り上げています。

市役所で行われた表彰式 (231115)

実行委員会を代表して委員長の内藤0召

夫さんと竹澤勇さんが彰1犬と記念の盾

を受け取りました。

実行委員会の皆さん

西八軒町内会

八軒栄町内会

アルカサーノ琴似自治会

八軒第一町内会

八軒第四団地自治会

八軒むつみ町内会

■蒟 なお ヽ

盆踊り大会 (23810)

摯



第 4回札幌市ぬくもり 。すこやか表彰
IJ

老老介護を学ふ貪 きずな

この表彰は、保健福祉の分野におけ

る市民活動において、他の模範となる

ような活動、顕著な実績をあげている

個人や団体に贈呈されるものです。

「老老介護を学S会 きずな」は、高

齢化社会/DI進展する中、介護に必要な

情報を収集し提供するとともに、外部

の専Pヨ機関から講師を招き講習会や勉

強会を開催するなど、介護する側及び

介護される倶」の両者に必要な介護・高

齢者福祉制度や介護技術に係る矢□識・

実技などを学S場や機会づくりを長年

にわたり行つています。

同団体代表の安藤エキ子さんは、介

護を必要とする万や家族の方が、介護

の不安や負担が軽減され安心して生活

を送ることができるように、介護につ

いて理解を深め共有するために必要な活動を積極的に行つてきました。

この度の表彰は、こうした介護にかかわる生活環境づくりに大きく貢献されてきた

活動が高く評価されたものです。

貴 団 体 は 高 齢 イヒが 進 む 中  介 護 す る

慢」と 介 護 さ れ る 側 の 両 者 に 必 要 な 福 祉

制度や介護技術 に係る知識・実技な どを学 si

機 会 づ く りを長 年 にわ た って 行 つて こ られ

ぬ く も り あ ふ れ る 福 祉 の ま ち づ く り の

推 進 に 大 き く 貢 献 さ れ ま した

こ こ に心 か ら感 謝 の 意 を込 め て 表 彰 します

平成 24年 3月 14日

本L幌市長 上 田 文 雄



八軒地区では、高齢者の方や障がいのある方、子どもたちなど誰もが安全に安

心 して暮らせるまちづくりを進めていますが、今回はその地域の取り組みをご紹

介 します。

(仮称)八軒まちづくり協議会の設立に向けた取り組み

～ 地域が一体となつて支え合うまちづくりを目指して ～

八軒連合町内会では、八軒地区青少年育成委員会、八軒地区民生委員・児童委員協

議会、八軒地区福祉のまち推進センターなどと連携して、地域の課題解決あるいは目

標の実現のために、地域が一体となつてまちづくりを行う組織「(仮称)八軒まちづ

くり協議会」(以下「協議会」という。)の設立を目指しています。

協議会は、このように連合町内会を中心に関係団体が連携し、地域が一体となって

誰もが安全に安心して暮らせるまちづくりを進めることを目的として設立します。

具体的にどのような活動を行うので しょうか。

設立当初は、高齢者の方などの見守りや地i或の自主防犯バ トロール (青色回転灯防

犯パトロール)を中心に行います。

地域の課題や目標は、子育てや防災、環境など他にもありますが、今後活動の幅を

広げていく予定です。

日 見守り活動

各町内会・自治会では、自宅訪Fo5や電話かけなど声かけによる見守りや、高齢者

サロンの開催などを通じた見守り、新間・郵便やごみ出し、家の灯りなど日常生活

の中でのさりげない見守りなど、地域の実情に合った見守りをそれぞれの地域にお

いて実施していますが、一方では活動の担い手不足や地域のつながりの希薄化など

から取り組みが難しいという地域もあります。

協議会では、研修会の開催や広報などを通じ、地域で実施している見守り活el」の

一層の充実あるいは新たな担い手の発掘や育成などを進めていく中で、見守り事業

が地域ぐるみで取り組み、そして地域に定着するように支援を行つていきたいと考

えています。



田 防犯パ トロール活動

防犯パトロールは、青色回転灯を装備した自動車や徒歩などにより、主に小・中

学校等の下校時や夜間を中心に地域内の巡回を行う「見せる警戒」を中心とした活

動です。

青色回転灯は地域の皆さんの自家用車に装備していただくことになり、回転灯を

自動車に装備するには西警察署と北海道運輸局本t幌運輸支局 (軽自動車の場合は軽

自動車検査協会札幌主管事務所)での手続きが必要になります。

協議会では、地域の皆さんに防犯バ トロールヘの参加の呼びかけを行い、自家用

車を青色回転灯装備車として登録していただける方や活動に協力していただける方

を募っていきたいと考えています。

なお、自動車に装備する青色回転灯やステッカーのほか、活動の際に着用するユ

ニフォーム (ベスト 帽子)、 防犯ブザー、懐中電灯などの用品は、協議会が活ellし

ていただける方に貸し出しします。

連合811内会・青少年育成委員会・八軒小学校が先行実施

連合町内会、青少年育成委員

会及び八軒小学校では、協議会

設立後の本格実施に向け課題の

検証などを行うために、青色回

転灯装備車 10台の登録 (八軒

連合町内会で先行登録。協議会

設立後は登録内容を協議会に移

行)を行い、3月 29日 (本 )

に第 1回目のパ トロールを実施 しま した。



どのような組織にするのでしょうか。

■ 協議会の組織・ネットワークづくり

協議会は、関係団体の皆さんが連携し協力してまちづくりを進めるための調整等

を図る中心的な役割を担つていきます。

また、協議会の事業を効果的に実践するための組織として、協議会内に「見守り

活動」と「防犯パトロール活動」の専門部会を設置します。協議会の設立当初はこ

の 2つの活動が中心になりますが、今後活動の幅を広げていく中で必要に応じ部会

を組織していきたいと考えています。

なお、協議会の活動の趣旨に賛同する団体の皆さんには、協議会のネットワーク

メンバーとして、協力団体として活動に参加していただきたいと考えています。協

議会では、活動に協力していただける関係団体を広く募り、ネットワークの拡大・

充実を図つていきたいと考えています。

各町内会 自治会

■     ノヽ軒連合町内会    ■

‐   八軒地区青少年育成委員会

′ヽ軒地区民生委員 児童委員協議会

八軒地区社会福祉協議会

八軒地区福祉のまち推進センター

不t幌市西区社会福祉協議会

|   ′ヽ軒まちづくリセンター   ‐

′ヽ・ T地区小学校

西区第 1包括支援センター 西区介護予防センター



八軒地区では、八軒連合町内会の皆さんをはじめ関係団体の皆さんが連

携・協力し、地域が―体となつてお互いに支え合うまちづくりを進めていま

す。

地域の皆さんがネットワークで絡ばれ、相互に連携して協力し合える関係

づくりを進めることはとても大切なことだと目います。

一人あるいは一組織ではなかなかできないことでも、一緒になって課題や

目標を共有し、その解決・実現のために力を合わせれば、より大きな力とな

つて取り組むことができると思いまう。

そうした地域の力を結集するために連携し協力する組織が「まちづくり協

議会」です。

できることから始める。無理なく負担のない活動で自分たちができる取り

組みを継続することが大切だと思います。

八軒まちづくリセンターとしても、協議会の一員となり、地域の皆さんと

一緒にまちづくり活動に取り組んでいきたいと思つています。

協議会の設立には、地域の皆さんの協力が不可欠です。より安全に安心し

て暮らせるまちづくりに向け、地域の輪がさらに広がりますよう、皆さんの

一層のご理解とご協力をお願いします。

八軒まちづくリセンター



まちづ<リセンターからのお知らせ

八軒まちづくリセンターでは、各町内会・自治会の皆

さんの行事などを当センターのホームベージでお知らせ

する 町 内会・自治会からのお知らせ ― インターネッ

ト回覧板 ―」のコーナーを設けました。

町内会 。自治会の皆さんで掲載をご希望される場合は、

当センターまでご相談ください。
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